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 プログラム PCalcPowerT は、アルゴリズム 5.1.1 によって効果量に対応する検定力をシ

ミュレーションによって求めるものである。このプログラムを実行すると図１のフォーム

が現れる。 

 
図１ 

 

 図１のフォームに、サンプル数、効果量、限界値を図２のように設定する。 

 

図２ 

 

 値の設定後、「計算」ボタンをクリックするとアルゴリズム 5.1.1 によるシミュレーショ

ンが始まる。シミュレーションが終了すると図３のように結果がメモ・コンポーネントに

表示される。 
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